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Ⅰ は じ め に

我が国における出火の普及はその生産裾の年々の増

加が示しているようにめざましいものがあるが,その

作用機作は災川化された出光すべてについて解明を試

みられているわけではない.これは,新出光の開発に

あたって.防除効果の良否判定が防除機作の解明に先

行するためであって,--･応止むを柑ないことではある

が,よF)効米的な班JTlや将来の開発を考えるとき,描

ち足+)ないものがある.また.防除概作が迫兜されて

いるものであっても.それは主として fnvitroの,薬

剤と1JiITJ17g守とのtEf接は触の場におけるものであって,

兆剤が捕ln歯の代謝過程のどの部分を阻召するかにつ

いてのみ調らべられたものが多い.元来,良薬として

用いられてきた殻胡剤の多くは,特殊な場合は別とし

て.蛸tBの発生初婚jのあるいは発生が予想される作物

-の倣IL了という形で班用され,地物体外での非剤と碍

原体との宙は接触を期待したものであったから,防除

機作に関する現在までの研兜が invitroにかたよった

のも当然のことであったかも知れない.植物疾病の新

らしい防除方法,すなわち薬剤を植物体内に吸収させ

て疾病を治放しようとする内科療法は1940年範から活

発化してきたが,垣接,内科治療を意識しなくても薬剤

と祇物体各船田とのは解はほ場においてたえず行なわ

れてきた.しかし,このような場面での薬剤の作用が,

組物次,月の防除機作とどのようにからみあっているか

については必ずしも明らかでない.とくにその薬理学

的yl.矧まほとんどなされなかったようである.近年よ

うやく兆剤と仙物体の相互LN鼠 すなわち,拙物体を

介在しての防除機作が注目されてきた･たとえは,チ

シの穀に散布された uspulunはfjS上においてnT<斑捕

菌に対する抗菌力を急速に失ないながらも,なお虫終

的にはすぐれた防除効果を現わすのはなぜかH8㌧また

PMAがいもち掛 こく効き,同じ有放水鋲剤である

MMCがいもち病より紋枯病に対して効果を示すのは

なぜか(82).このような現象は,薬理学的な考察が行な

われてはじめて明らかにされたし,また,されつつあ

るものであろう.このような現象を明らかにするため
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の個々の実験は,蝉に既知薬剤の疾病防除効果の機作

を明らかにするにとどまらず,今後,粒々の化学物TI

による植物生産の虫的,質的なcontrolという出学の

一方向を発展させる場合の基礎的な業孤としても,き

わめて重要な意義を持つものといえる･これ【ち近い考

え方が鼠近植物調節剤敬域でも錠出されている(100).

ここでは植物病理学の立場からの植物典理学を考え,

その現状を概観してみたいと思う.

ⅠⅠ 植物薬理学の現状

A.植物薬理学の定義

我が国において,地物非理学という召出を植物柄Z!id

学の分野ではじめて班用したのは栢岡(81)(1953)であ

って,phytopharmacologyという冨]Rが拭われてい

るが,その定義については述べていない.しかしその

論文の内容から推察すると,薬剤と蛸Ii;(LIIl'とのLu旅も

この中に含められているようである. 川部('Jら(71)(7m,

(1961-)は殺菌剤の栢物薬理的研究として非剤の仙物

体成分に及ぼす騨皆や薬剤の植物体内への吸収,移行

を追究しており,赤井ら(6)(1962一)も,主として植物

体成分に及ぼす殺菌剤の描掛 こついて仕事をすすめる

とともに,薬害および内科治戎その間題をも含めて,薬

剤の植物細胞に及ぼす好轡をも'l極的に明らかにする必

要性を強調した(8).

組物薬理学の範囲については各方面の意見をまたな

ければならないが,字義通 りに解釈すれば兆剤(一般に

化学物質)を植物に接触せしめた場合の作用一心を蹴

り扱う学問ということができ,生産に結びつく仙物の

chemicalcontrolを目班とするものであろう. しか

し,地物病理学を韮礎あるいは出発点とした場合には,

疾病の防除を一応の日按としなければならないので.

兆剤一拍物一蛸戻体という三要素を切 り離すことはで

きない.この三要素のからみ合いの場として,たとえ

は,薬剤による植物の疾病抵抗性の変化は,イJ機水奴

剤の植物疾病防除機作にも閲迎してとくに舛咋ある問

題といえる.平井(39)はほぼこれと同じ考えのもとに,

抗ウイルス剤の研究に着手し,生体厩川を迫ずる薬剤

の作用,いいかえれば薬剤が布主細胞と捕原体との対
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決の切に13いて榊恥の代謝の波に乗ったかどうか,そ

してその代.剛の変化が病原体に抑圧的に働らくかどう

か,などをとりあげている.もちろん,このような研

兜のnfLに.非剤の拙物体-の吸収,移行,変性,植物

川の和々の変化などが研究されるべきことはいうまで

もない.このような個々の実験が,疾病防除機作の解

明を目標としながら,同時にWl物病PI!学に田抜関係の

少ない分野における興味ある郁々の耳抱 の別田を助け

ることにもなろう.

B. 研 究 の 概 観

薬剤を人体に投与した吻合の作TTl概作についての研

究は,椀物を対象とした場合にくらべてはるかに永い

歴史をもっている.この場合,研究はいくつもの段階

に分けて行なわれている.すなわち,英物作用点の研

孤 -*物が作用点に到達し,あるいはそこから離脱す

る綻姐 いいかえれば薬物の吸収.分TtlJ.薬物代乱

帆鼠 排ati.および薬物がその作用点に結合された後

に起こされる生物的変化の研兜などかなり広い和田の

分野にわたっている(78).しかし,他物北部学における

難剤と概物との関係の明椛化が,動物の場合に比較し

ておくれているのは.その歴史の浅さだけではなく.

植物体の桐造.細胞壁の存在などによる物質の移動の

難易など,かなり田邦な閃広の存在することもその一

因であろう的).

机物灘PT!学における研光の方法,和田は,拾物兆理

学をどのように定説するかの閃屈にも閑巡するが,弥

77(101)は浸透性殺虫剤の作用機作をつぎのような項目,

すなわち,(1)桁物体円への封入 (吸収.浸透),(2)地

物体内における移行.安定性,(3)召出の敷軌 (4)舵

物体内よりの消失 (分節,排継)に分けて考えた.那

物疾病防除剤においても,内科拭壬法,とくに薬剤が柄

物体内に吸収されて移行し,病原体との宙接の接触に

ょって効果を現わすという考え方の.76円では,浸透性

殺虫剤の場合とほぼ同じように考えてよかろう.しか

し,疾蛸の防除効果が薬剤と植物との反応によって現

われる場合,その作用点はまず植物細胞のある部分で

あるから,全然別の角度から考察されなければならな

い.すなわち,広義の内科暁法にわいて考えられる作

用機作としては,薬剤が桐原何の分盲路した指物を申和

するとか,机物肘 こ疾捕拭抗性を附与する場合なども

含められるが,ここではすべての場合を含ませて,All

剤が有効作用点に述するまでの問題と作用Ltiに過した

後のrlURfIに大別し,研究の現状を摂祝してみたい.

a, 残等剤が作用点に達するまでの問題

現在までの研究の多くが薬剤の作用点を病原体上に

のみ求めていたとしても,薬剤の植物体内-の吸収,

移行はEi要な間産であるので,かなり数多くの報告が

ある.実験の方法としては,生物学的検定,すなわち,

机物体の柁r/Eの詔;位にJSける邦剤の'lifにな抗l'/.iル こよ

って椛かめようとしたもの,兆 刑の-li在を淀性,淀爪
的に垣はとぢえようとした化学的挨泣.さらに紫剤の

移行柴桝をアイソトープを班JTlして追跡したものなど

があげられる.いずれにしても抗iL物TIなど記述性殺

菌剤の開発が行なわれた結恥.その作用機作を考える

必要性にせまられたものであって, たとえば griseo･

fulvinは トマトの柴面からよりも根部からよく吸収さ

れやすく(78),streptomycinはソラマメの茎の切口か

ら容勤に吸収されて,根部からは吸収 されに くい こ

と(18),また.サクラの環に散布された actidioneが無

散布柴から検りほ れず(35),ソラマメの茎に塗布された

antimycinA,b]asticidin.blastl'mycinが上下賂 茎,

根などで検LIIされる(M)などの和EBlは,薬剤の種類,杷

物の種類.部位.方向などによってその移行に難易の

あることをホしている.したがって,薬剤移行の難易

や万rE'Jを明らかにすること桝llもにtlt淡紫剤の form･

ulationや出川方は,触FT]部位などを検札 改葬する

韮礎データを拙肘 )一るものであろう.

兆刑の.クt邦から拙物体円への透過は.舵,3mある

いはTJ't!3蛸出などから行なわれる.TjSからの透過の吻

令.5(ほしの存在は灼祝できないが,/j<1孔からの透過を

-IL朋 別な似合と考えれば,机 3mともに兆刑の透過

をさまたげる那-のPTt矧 も クチクラ脱のTi･在であろ

ラ.したがって.WL'II'刑に牲!らず,除叩刑,iti技調難

物円のクチクラ脹透過にLNする油文は少なくない. 1

例として Goodman(24-21)の和/Llは 郁介してみよう.

机物の矧 こおける紫刑の退出を,班の上市.下面に

分けて検討した例は Gustafson(80㌧Koontzら(19),

Wallihanら(98)などの報告にもみられるが,Goodman

は.まず StreptomycinのリンゴiJSの上,下面にj=Sける

透過の難易が,気孔の存在に左右されるよりもクチク

ラ膜透過に問題があることを認め(28),クチクラ膜をリ

ンゴ菜から化学的処理,すなわちammoniumoxalatel

oxalicacid混合紋に24時旧浸抗することによって剥

離し,それが薬剤の透過にどのように干渉しているか

を調べた. クチ タ ラ脱を透過する兆爪は.鵬.TJ灘_Tit
のほぼ5,%以下という切介が多いが(26,27,Z書).この実験
においても同じような純米が和 られ てい る.なお,

Streptomycinの透過_Titは.雅の下田よI)も上面に多

かったが,Shimazine.mateichydrazideなど数理の

兆剤は下市から多く透過した(29).

Kamimura(17)は Goodmanとの共同研死によって,

剥離クテクラ膜の性質をさらに確かめようとしたが,

剥離されたクテクラ膜での透過が菜の組級の一部とし

てのクチクラ屑の場合と同じであるかどうかは不明で

あって,剥離の方法による迎いも当然考えられねばな

らない,Skoss(73)はレモン非その他のクチクラ戚剥離
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に Clostridium roseum の産生する酵素を利用して

いる.

Goodman(28'は,上記の実験においT'剥離されたク

テクラ脱と,3'Rの紅組の一部としてのクチクラ屑が,

形悠的に只なっていることを磁顕像によって示してい

るが.このことは両者における薬剤透過が同じような

機作で行なわれているという考え方に,き劉LUをなげる

ものである.

1=殻に兆剤のクチクラ膜透過を考える場合,クチク

ラ脱自体のiJ'S道や化学的組成を知ることがきわめて重

要である.VanOverbeek(川は薬剤 (生長調制剤)の

クチクラ脹透過を cutin･cellulose屑の吸湿性と吸湿

によって起こるwaxplatesの分離によって説明し,

また,2.4･Dの透過が pHによって左右されることは,

クチクラ膜の湖水Jdの磯雄とpHとの関係から考察さ

れている(87).兆剤の脱透過の間血は,クチクラ膜に限

らず,細胞壁など地物体内のあらゆる部位,レベルに

おいて考2:(されなければならない.

田鵬ら(77)はキュウリ,トマト,インゲンマメの茎に

おける恕偶剤の移行が,ニワトコの恥での移行に塀似

していることから,茎における非剤の移行は物理化学

的な班跡 こよる色彩の氾いことを報告した.枯物組孤

における兆剤の移行を物理学的な現象として考えれば,

透胤 移行した非虫はDavsonら(21)の次の式によって

蕃まわされる.

意 -KA(C-C)
S･･･-典故 ･

t･･････時.LU
C･C･･･-水剤の氾皮差

K-･-透過係数

A･･-･両班

この場合

･C〒与 C=÷ とお きか えれば･上式 は

意 -翠 (L s) とな り, さらに

e-'KA′F't=旦 二丈
S

とLTfき変えられる.ここで,Fはfreespace,すなわ

ち,班々のrn<紋が水と同じように自由にはいり得る空

似であって細胞TI内あるいは細胞塊のある部分に存在

していると考えられている(ll). これは,Epsteinく21)が

Outerspaceと呼び Johnsonら(捕)が diffusionfree

spaceと呼んでいるものと同義語であって,根におい

てはその8-30%(12,40,43)また,カラス麦の子3'B抑 こぶ

いては 19-22%を占めるという(46)報告があるが,こ

の空fAJがどのような広がりを持っているかは測定困難

であり.また.Irm別学的にもその所在を指摘できない

とされている.

兆剤の胎物体内移行の文例はすでに2,3取 り上げた
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が,移行が植物の蒸散作用にともなって行なわれるこ

とも当然考えられる.Crowdyら(17,18)はgtiseofulvin.

sulfonamideについて,Pramerく68)はstreptomycinな

どについてそれぞれ蒸散作用にともなう根から地上部

への移行を認めている.Crowdyら(19)はsulfonamide

の移行が,また,Salernoら(70)はN･alkylammonium

の移行が折紙クロマトグラム上の移行と類似すること

を認めた･節部における物質の移行が選択的に行なわ

れることはCrafts(15),Esauら(25)などの指摘するとお

りであるが,種々の炎剤が養分の移行にともなって行

動し,したがって植物体の生長部分に運ばれやすいこ

とも認められている(l岬 ,58).PMAのイネ体内におけ

る柴税が生長組織に多い(62)のも,同じような理由に

よるものといえよう.Hayら(36)は2,4IDの移行が庶

糖の存在によって活発に行なわれることを明らかにし

た.I

有機水銀剤の移行は,いもち疾防除機作を明らかに

する目的でとくに我が国において種々の角皮から検討

されてきた･中沢く60),奈須田(61),連山(8B)らは,イJ機

水銀剤を吸収させたイネ染上の水滴が強い抗閉力を

示すことを認め.イネ体内の移行を証明しようとした

が,塩化節二水銀.硫酸銅などの紐機重金属塩を施用

した場合には,築上水滴に抗-A'力はほとんど認められ

ない･この理由を調べるために述山(88)はイネ幼荷のま

さい汁恥 とこれらの糊 Tlを泣入し,諏田水に浴解した

薬剤と抗菌力を比較したが,紐機式金脱出の抗ば.1'jJは

イネまさい汁によっていちじるしく不活性化され,イJ

機水銀剤の抗菌力も若干低下する.植物汁紋による-1J.
機水銀剤の抗菌力低下は高坂(50)も認めており,また田

村(81'は有機馴 ヒ合物が生染まさい汁,窮緑嵐 有機晩

2,3のアミノ酸によって,見里ら(56)は blasticidin-S

がヒスチジン,グアニン,サイアジン,ピリドキシン

塩酸塩などによってそれぞれ不活性化されることを報

告している･遠山(86)は,歪金絹塩の抗rtII]')J低下が主と

してたんばく成分との接触によって起るものと増え.

これらをアルブミン,イネ幼宙水敵性組たんばく.r.a

非水溶性机たんばくに接触させてその不活性化を認め

たが,とくに,非水溶性粗たんばくによる不活性化が

もっともyj:しかった.しかしこの場合.blasticidin･S

には不活性化はほとんど認められなかった.山田(lO)は

さらにPMAの植物成分による不活性化が,たんばく

および辺元型グルタチオンなどのSH益によってJ.tこ

ることを示している.

このような,植物成分による薬剤の変性は,地物紅

組円だけでなく植物体外表での行動にも多くの例がみ

られる･前述のナシ染上のuspulunの例川),また,

イネ如上におけるEMPの揮 散 (65)(ガラス坂上に散布

した場合は安定),キユウ.)1ji上のzinebの分解(71)な
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どがそれである.すなわち,薬剤が有効作仙!.-Lに述す

るまでには未知の多くの障壁によって不17i･肘 ヒ.変Fl:
がくり返されている.植物体内の米剤のlyk収f多'IjにIu
する報告は,なお少なくないが,ここにあげた邪Tlの

研先例から考えても,作用点に達するまでのlN凹がIll

に物理学的な透過現象の追跡だけで胴明されにくいこ

と,広 く生物学,物邦学,化学など何々の分M.からの

検札 すなわち多くの関連学を総介した机物部耶学rr.)

考察が必要であることがFt!脚されよう.

b. 薬剤が作用点に適した後の間成

一脚 こ今日の薬理学の知矧 こおいて作用点を追求す

る場合.その並木的作JTlr71位を細胞 レベルに求めるの

が妥当であり(71),さらに.細胞膜に対する作用と細胞

内諸成分に対する作JT]との二つに分けられているよう

である.また,別の角皮からみれば,耶別学的な立場

からの作m点をP,'慮する場合もあれば,生体をtl.6成す

る分子のいかなる部分と結合して効果を現わすか.す

なわも,分子生物学的考慮を行なう場介もあろう.柄

物発現学の場合.研光の歴史も浅く,践密な志味での

作m点の定義は行なわれていない.したがって,耶和

らがここで作用点到達後の関田としてとりあげること

は,主として,薬剤の彫矧 こよる.疾捕防除効果と捌

連を有すると想われる,刷物の生理変化についてであ

って,その研兜の1.2をあげてみたい.

種々の微虫金屑イオンの施FT]がイネいもち捕,ごま

燕枯病の発病を抑えることは, 1931年頃から(1ノ2,83,81)

認められている.この場合.これらの金屑イオンがtEi

技病原菌を殺すとは考えられないので,植物に対する

二次的な作用によって疾柄防除効果が現われるものと

みなされれたが,その機作は明らかにされなかった.

一脚 こある化学物矧 こよる机物疾病除効果が,そのi圧

接効果によるものか,二次的な作用に起因しているも

のかを判断するのは困難であるので,殺粥刑よりむし

ろ低Fij性の物矧 こよる防除効果の発現が,二次的な作

用として注目された.たとえば,Davisら(20)は トマト

の萎m病がインドール酢慨など生長ホルモンによって

I陀滅されることを認め,これらの物質が植物体円にお

いても殺菌力を有せず,また,その効果が施用後15口以

上続くことから,その作用はトマトに対して働いたも

のであり, トマ トが苦悶柄に対すろ紙抗性をr･弛めたも

のとみなした.姓氏ホルモンのこのよ うな性TIは.

Waggoner(95)ら,Romboutsら(69),Crowdyら.()6)

亦井Hl).宮本ら(89)などによっても和zl;･されている.

lIorsfallら(一1)描, 生長ホルモンによる植物体円の

桝 レベルの変化を病原菌の糖要求度にむすびつけるこ

とによって柄物の疾病抵抗性の変化を説明しようとし

た.赤井ら(8)も,1.4･dihydronaphthoicacidがイネ

ごまIAS肘 .iiIの発LLを抑さえ,イネの全炭水化物含鬼が

誠少していることを旧柄している.また,イネのいも

tl,1('･11即納斑について-1鰍 こいわれている,イネ体内窒

#T戊分へ椛とWl1I'･雌 と0)比日系を.Fl.せ剤で処理 したイネ

にわいて仙目そうとした.7̂みも多い(BI･6L,64･88,89).すな

わも.イf供水如刑で処刑 したイネの,純批抑柴における

いも･t,ILL,i脚IA･押 Ilt下を.イネ休仲戊JJJの変化によって

説明し.tうとしたものであTJが.はっきりした帆恥ま

つかまれなかった.たとえば,lf機水鎚刑で処刑され,

たイネーgSの迎耶アミノ概の仰臥先は.研')tH.によって.い

いかえれば薬剤の施用方法,Vも試されたイネの状頂な

ど実験の免件によって異なっている.blasticrdin･Sで

処理した場合も同様であって(57,86),薬剤で処和された

イネの場合,イネ組織内に侵入 した病原菌の栄玉砕と

しての男系化合物の増減と梶病度との関連性は明確で

ない.平井(88)も,ethylene･bis･dithiocarbamatesを

土墳珊旺した場合. トマトJhSの非たんばく態窒素が増

加することをWLt.fL.それを全恨量,呼吸免などの脚
加と柑 こi･_駁祁比による地上部の代謝促進をあらわす

ものとしているが.これが疾抑 こ対する抵抗性叩政と

Triはどのような旧株にあるかについては明らかにしな

かった.

このように,雛刑処刑による机物体内成/Jlの変化を

諾,T3べたものは他にも多い.たとえば. ク ｡ロフィル

(2叩 )たんばく(B7･8日.道元抑(9･M,1粍槻成分(82･llIなど,

諾ti･成分の州姐が調べられているが,疾1L弓状抗性とのTlf

技の和凹が説n)Jづけちれたものはほとんど畑いといっ

てよい.イネの'+11苅化合物と柿柄庇との関係は.只1VI

Fnt抑こわいては適用されず,その柿rhl皮の詔穴は窄芽;A

化fT物の多罪よりもイネ細胞の机抗反瓜 こよって決定

されるが,薬剤で処刑された机物の場合においても同

じような考え方をすると,その疾病抵抗性の変化を

macroな植物成分の墓的動きのみによって説nj]するの

は困難な事といえう.

浅田(10)は,秋落稲と健全稲とのイネごま焚枯病に対

する抵抗性をイネの泳動たんばくの差異で説明してい

る.同じような試みは.葬紺怖1(水鮎剤)で処孤された

イネにわいてもなされたが(13,m),その泳動性の変化を,

イネの抵抗性の変化としてとらえるべきか.鶏l打Eの和
州にわけるたんばくの変性として考えるべきか.現在

の円折では明らかにLifJない. 述山(…は,爪企kiS系

の矧l/.i剤を収から吸収さILlたイネLljTIIは さい汁のたん

ばく様区/JJが.いもも柄術やごまIA'5情稲tYq-分生胞子の

発芽を抑制することを認めた.柄物体内に吸収された

水銀剤などがたんばく成分によって不活性化されるこ

とはすでに述べた通 りであるが,重金属の一部は合成

過程のたんばく成分に働いて抗菌性物質の生成に関与

するのではないかとの推論が持されている(87).すなわ

ち,塩化節二水銀はたんばくと結びついて不活性化さ
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れるが,l'nvitroで8M.の尿宗を用いてたんばくの

二次結合を解き,これを水に対する透析処蝕によって

再度二次結合を行なわせる過程において塩化節二水鎚

を接触させた場合,このたんばく紋は故い抗菌力を生

じることがわかった.しかし,この実験も,本来似雑

な生理現象の分析をモデル化して行なったものである

ので,イネ体内に吸収された塩化節二水奴など重金屑

系牧内剤の行動の解nJlは,なお今後に祝された問題と

なっている.

Zji他の池川がイネごま柴枯病菌の臥 に対するイネ

の機t4WJ抵抗を増強することは赤井(3)の古くからの報

iIlがある. 石山ら(45)は, いもち病防除剤 としての

alkylthiocyanateの作用機作が,いもち菌の浸入抵抗

を絹めるも●のであることを報告した.すなわちalkyl･

thiocyanateがいもち病の発病を抑えるのは,いもち病

菌がクチクラ層をH通して表皮細胞に浸入するtEilJ'uま

でであり,処FJl後クチクラJdの表面をエーテルでぬぐ

いワックスを除去すれば.菌浸入阻止作用が失なわれ

ることから,本物矧 まクチクラ層のワックスと結合し

て位入坑抗を摘めているものと抑定した.Andel(m)は,

J･threoサphenylserineや dithiocarbamicacid誘

中経のキユウ.),W.垣蛸防除効米に,その地物ホルモン

としての作用が凶与しているものと-3うえ.閑地性を検

.TtLLたが,これらの物円の auxinに対する干渉作用

が細胞哩の川辺を変化させ.その結凪 菌の浸入が抑

制されるのではないかとttL:'油 した.この推論は.Wu(98)

がハッカダイコンで.7Bめた,serineの β-carbonが

ペクチン酸と合体し細胞壁の構造を変えるという稚JB.

などから考られたものであるが,Cordenらく11)ち,こ

のような植物ホルモンによる疾病防除効果を,細胞壁

の変化 によって説明した.Andelの結果はさらに

Hijwegen(37)によって迫試され,phenylserine処刑与

による細胞壁のリグニン化が認められている.

Dekkerら (22)は,griseofulvinで根を処理したコム

ギの瓜の地史細胞の細胞壁が,無処理のものに比較し

て肥(.-/.していることを認めた.さらに,侵入したうど

んこ1Li3伯の吸胞はgriseofulvjn処刑!コムギの細胞内で

変形 しており,細D乙nmlの反応も米処方L!のものと異なっ

ていることを認めた.すなわちcottonblueに対して

好粘性をホしている.このことは.griseofulvin処理

によって机粘TIの変性が起こり.これが抵抗反LLこに何

らかの形で朗与していることを示すものであろう.追

山(88)もイネ幼諜1-のIAS柵表皮細胞で同じような抵抗反

応を認めている.根から無機重金属塩を吸収させたイ

ネ頚輪表皮細胞へのいもち病菌の侵入は,他の殺菌丸

たとえば blasticidin･S,PMA などで処理した場合と

同様,抑制されているが,イネをエーテルますいを行

なうと,細機盃金属塩で処理 した場合は菌の浸入阻止
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が全く認められない.この場合も,細胞の機能rrJ抵抗

が行なわれていたことを示しているものと心われる.

非剤の地物に対する作用,そして,その紙米として

生じる植物の疾病抵抗性の変化を,ど?ような角度か

,ら,また植物体梢成物のどのレベルにおいてとらえる

かは,薬剤の揮ヲ乳 植物,そしてそこに起こる現象の

もがいによって-がいに決めることはできない.非剤

の,病原菌に対する作用についての研発は,多くは,

ある病原菌の,培養された染田が示す種々の生活代乱

いいかえれば個々の細胞の代謝の研許されたものに対

する作用形式が,主として生化学者によって調べられ

たものであるが.一方.個々の細胞一主として胞子で

あるが一においての非剤の透過,細胞質に対する助ら

きかけなどに関する研死が2,3の研究者によってなさ

れていることも見逃がされてはならない.椛岡ら(82J33)

は,イネごま柴枯病菌に数種の粉剤をは触させて胞子

の原形質の完全凝固に至る経過を追跡し,さらに殺W.才

剤の作用の差が凝固作用によって示されることを指摘

した(3一). 石崎ら(…は各種殺菌剤のイネごま染枯捕i'J･J'

の舶子発許に対する阻害作用の姐さが,殺幽機川の形

矧 こよって支配されずに脂溶性と水浴性の比,すなわ

ち股の透過性によって支配されることを認めた.また

太田ら(66)は,PMAがごま柴枯捕菌の発芽を阻止する

ためには胞子の表面に結合するだけでじゆう分であり,

必ずしも細胞内に透過しなくてもよいことを報告し,

田村(82)は,名種の水銀剤のイネごま31jS枯病菌胞子の膜

透過が,エチル1)ン酸水銀)フェニル水銀)メトオキシ

塩化水銭の唄であって,メトオキシ塩化水銀の発芽阻

告作用は吸収よりも吸着による作用の大きいことを認

めた.Somers(7一)描, ラベルされた銅を用いて Neu･

ros♪Oracyassaの胞子への吸着および透過を追跡して

いる.炎剤による抽物掛 こおける種々の変化は,大ざ

っばにいえば個々の細胞の皆なむ代謝が彫皆を受ける

ことによって起こるものであろうから.止川揃 から考

えればある器官,組綴中の成分の変化などをstaticに

とらえることも興味のあることであるが,あくまでも

代謝の過程を追跡することが必要であり,さらに,形

憶的にも機能(伽こも細胞以下のレベルでの考察が今後

すすめられなければならない.赤井ら(7)の actidione

の作JT]機作に関する研先は,垣接には殺綿剤による非

臼の発生機梢を対象としているいるものであるが,コ

ムギの根の伸長阻告を根端細胞の核分弧 とくに申lu

染色体への影響としてとらえたものである.また武久

ら(80)も.3･amin0-1,2,4･triazol(除巾剤)の作用既作

をソラマメの側芽を用いて迫兜し,本刑が細胞分裂を

阻止することを認め,とくに,3･NHZ出政体の分裂中

期より後期への移行の阻止効凪 C･mitosis像の災税
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と放仏体の知.Wt作用を槻黙した.LL:拘学の立切からの

卿 H作川研'Jlの例として.ともに歩tt味がft'jたれる.'JtL
孤r射こよる邦刑のrlりHJ∴りこわける細胞のfl'･!;'B,栂flW d'

恥からのA.･TF･折も今後なされなければならfJ:いTJf'Jt.狩出

の一つであ7)ラ.

ⅠⅠⅠ む す び

以上,地物薬理学の諸問題を主として椀物捕即学の

立切からとりあげてみたが,その関連する分野は広い･

最近の農業における省力栽培の方向をとりあげてみて

ち,労力軽減の一方法として殺菌剤,殺虫H_T,肥料の

混用はすでに試みられていることであ り,同時にま

た.特殊な施用方法,たとえば薬剤の地表敬礼 ある

いはさらに特殊な場合として磯桝栽培における水中潤

江などが火際LYJf相成として考えられてきている.ま

た,metaboljteのも'爪 的iLi超とその糾 T]も兆剤処Fl!

の城田で考えられることである.いずれも.非剤と机

物との干渉の明確化が必安とされるF."J雌であるが,木

咋(:65)4月,氏芸化学,柄物生耶学の両学会にわい

て,それぞれ.化学物矧 こよる椴物発ff調節,机物iLi

-ffの chemicalcontrolのシンポジウムが閃かれた.

舶物部珊学の近称 こついては.すでに述べた2.3の刷
物病Ej!学の昭囲にI,･ける以案だけでなく獅J=(72),辺LlJ

(88).披辺(97)などのLIJ潔 があるが, いずれにしても.

171に-学問の分】ll･における耶決はとうていできない性

Tfの岡田といえよう.水稲が,この未開拓の分野での

郁々の)I:･r-'1m'jYと,多くの研兜者の参加による体系ず

けの抑進に役立てば率いである.
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プチリンの生理的意義について

UberdiephysiologischeBedeutungderPterine.

M.ViscontiniundG.H.SchmidLZ.Natur･

forschg.20b.327,1965.

〔ほ長界のPteridineはPterin(2-Amin0-6-ox0-1.6-

dihydropteridin)(I)の誘村仲とLumazin(2.6-Dil

ox0-6.1.2.31tetrahydropteridin)(ⅠⅠ)の誘中経とに

分けられる.そのうち後IE･は RivoflavinのAtrU駆物Tf,

あるいは分節物として臼然糾 こ存在している.
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以下Pterin現の生理的意義について最近見出された

タQ味ある実験を示す.

表皮の Pterin

動物界で初めて見出された Pterinはチpウの也

苅で.Isoxanthopterin(IV),Leucopterin (VI),

Ⅹanthopterin(ⅠⅠⅠ)およびその研和化令物であt).

[:7.校乱 オレンジ色の色芽…である.他の多くの動物

Lrf･のJILkにもPterinがある.Iŝf(̂ の火欧によると

Ⅹanthopterinは fnvftroでTyrosinあるいは Dopa

の奴絶頂化段僻を阻召し,Melanin代謝を妨害すると

いう.このことはなぜ PterinとMelaninがお互に共

存しないかということと,関係がありそうである.マ

ダラサラマング (Solamandrasatamandya)の幼虫

を果,あるいは訪仏に斡ったど-か-で,変煙の直前

まで飼っておくと, 小黄色動物"ではメラニン地の代

りに黄色の地がずっと多 くな り,胴体部分の表皮の

Pterin台虫は,=黄色動物"の方が "黒色動物"より

も35%拓くなる.したがって Pterinは色変化た関与

し.それはJ,.そらくMelanin形成に対してB;響する

と考えられる.

光学的旭光鰯一山'にわける Pterin

色の変化は出蚊だけでなく,限 (DrosoJ)hftaぉよ

ぴEphesEl'a)に).･いても概黙された. 旧の巾の別

の Pterin化合物は†別こBjopterinZllJ.(V)のもので

あって, 一̀見る"過程にとって爪班であると想像され

た.アオバエの1何tでは,野性刑とは反対に全くOm･

mochrom.あるいは Pterinも Ommochrom も全

く眼の小にもっていないような'Oi然変i'4印が見目ほ れ

ているが.弼者について光をあてる1rU按に眼中の還元

桝の爪を泣ilTtしてみると.榊の約円が眼の也芽…合丑と

は反対の凹係にあることがわかった.光は色窮が少い

ほど,その代謝に対して大きく作川していることから

Pterinには降誕あるいは折光の働きがあると考えら

れる. しかしPterinは Lecininのように国技 "見

ち"過程に作用しているものではないようである.表

皮でも Pterinの折光作用が考えられる. ある種のア

リで高山地のものと平地のものの Pterinの型を比べ

ると,前者の万が後者のものよりも故い県外緑に曝さ

れて.色がずっと淡釈色で.怨光性 Pterinである.

この Pterinは UV例規で放く吸収されるから.故い

光に対する伴滋の牧口を災していると考えられる.

代.m迎柁申の Pterin

動物,矧 こ昆虫の内部怒官に Pterinが多く分布し

ていることから,これが代謝に対して大きな意義をも

っていると考えられる.実際KAtTFMANとNA(コATStTに

よると, Melanin合成に必要な Phenyalaninが

Tyrosinに, また Tyrosinが Dopaに酵素的に酸

化されるとき,水素化 Sepiapterinが助酵素として働

くという.これと関逃して Droso♪hiZaでは腫場がで
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